
 
 
 
 

2025 年 11 月 10 日 

「無印良品 イオンモール橿原」の Open MUJI 
ウッドデザイン賞 優秀賞（林野庁⾧官賞）を受賞 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社良品計画（東京都文京区／代表取締役社⾧ 清水智）は、一般社団法人日本ウッドデザイン協会が
主催する、木の良さや価値をデザインの力で再構築することを目的として、優れた建築・空間や製品、活動や仕組み、研
究等を募集・評価し、表彰する「ウッドデザイン賞 2025」において、二つの取り組みが受賞をし、その一つ「無印良品 イオ
ンモール橿原」の店内中央に設置したOpen MUJIのコーナーが同賞のハートフルデザイン部門において優秀賞（林野庁
⾧官賞）を受賞しました。 

 
良品計画は、国産木材の積極活用、地域資源との連携、端材の有効利用などを通じて、森林資源の持続可能な

利用と社会課題の解決に取り組んでいます。 
 
今回受賞した「無印良品 イオンモール橿原」の Open MUJI は､ 

世界最大の売り場面積を誇る店舗の中央に配置された「地域に開か 
れた憩いの広場」です。こどもだけでなく、家族や地域の人々が集い、 
思い思いの時間を過ごすことができるように、さまざまな「居場所」を設 
えました。ここで使われている床材や柱化粧材、家具、什器、玩具、 
楽器にいたるまで、この地域の資源である吉野杉や吉野檜をふんだん 
に使用することで、広場での遊びを通して、地域産材に包まれた空間 
を体験することができます。無垢材でつくられた本棚には、新品・中古 
品あわせて 1 万冊の児童書を配置しています。 
 



 
また、宮崎県の森林産業で発生する未利用材を活用し、地域資源の価値を 

伝える「山缶」は、森林管理や木材利用の促進、産地と消費者のつながりを生み 
出す取り組みとして、ソーシャルデザイン部門において「ウッドデザイン賞 2025」を 
受賞しました。 
 
 
 
 

良品計画では、法人のお客さま向けに、共創のプロセスを大切にしたオフィスや公共空間、宿泊滞在施設のデザイン、
これらの空間に適したオフィス什器などの循環型商品の開発に至るまで、様々な場づくりをおこなっています。「公共空間木
質化事業」においては、駅や子育て施設等の公共空間を地域住民・産業とのネットワークを構築しながら、より開かれた
場としてデザインするほか、什器や内装材への地域資源の活用を目指しています。 

 
https://www.muji.net/construction/ 
 

報道関係の方のお問い合わせ先:株式会社良品計画 広報・ESG 推進部 広報課 rk-pr@muji.co.jp 


